公益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第３回理事会 議事録

◆ 日  時 ：２０１３年３月２１日（木）
１８：３０～２２：５０
◆ 場　所 ：パレスグランデール

1． 開  会                                                               横山専務理事
2． ＪＣＩクリード唱和                                                   與田委員長
3． ＪＣＩミッション＆ＪＣＩビジョン唱和                                 長谷川委員長
4． ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                                       渡部本部長
5． 出席者の確認（敬称略）                                               舟山事務局長
理事長　　　                井　上　周　士
直前理事長　　　            野　口　雅　弘
特別顧問　　　              荒　井　　　寛
実行委員長　　　            齋　藤　秀　和（欠席）
副理事長   　               伊　藤　健　二
副理事長  　　              中　村　祥　之
副理事長　　　              齊　藤　秀　昭（遅参）
副理事長　　　              鈴　木　辰太郎
監事　　　                  酒　井　貞　和（欠席）
監事　　　                  中　村　正　利
監事　　　                  矢　口　政　則
専務理事　　　              横　山　隆　太
議長　　　                  佐　藤　貴　博（欠席）
特別委員長　　　            三　沢　慶　洋
常任理事　　　              安　藤　太一郎
常任理事　　　              鈴　木　　　力
常任理事　　　              今　野　　　修
常任理事　　　              遠　藤　智　大
本部長　　　                渡　部　明　弘
委員長　　　                佐　藤　幸　助（遅参）
委員長　　　                武　田　靖　裕
委員長　　　                長谷川　吉之介
委員長　　　                與　田　貴　博
委員長　　　                荒　井　要　雄
総括幹事　　　              會　田　智　弘（遅参）
総括幹事　　　              長　瀬　洋　一
出向理事　　　              井　上　智　博（欠席）
事務局長　　　              舟　山　力　也

＜オブザーバー＞
渉外支援委員会              鈴　木　暁　子
花火大会特別委員会部会長    黒　沼　　　望
花火大会特別委員会部会長    佐　藤　浩　之
花火大会特別委員会部会長    白　木　祐　一
花火大会特別委員会委員      五十嵐　康　浩
花火大会特別委員会委員      石　山　裕　治

会務セクレタリー            茂　木　政　樹
会務セクレタリー            長谷川　晃　一

６．会議成立の確認                                                   舟山事務局長
公益社団法人山形青年会議所定款第５章・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                            井上周士理事長
議事録署名人は井上周士理事長・中村監事と矢口監事の２名
議事録作成人は会務セクレタリー

８．前回議事録の承認                                                 井上周士理事長
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認

９．理事長予定者挨拶                                                 井上周士理事長
本日もご多用の折、第３回理事会にご参加いただきまして誠にありがとうございます。またオブザーバーの皆様もご参加いただきありがとうございます。そしてＡＳＰＡＣセネターゴルフも近付いておりますが、常日頃ご尽力いただきましてこの場をお借りして感謝申し上げます。
本日は寒い１日でしたが、季節柄いろんな形で春を感じることができ、そして３月の下旬に入り卒業式や卒園式があったり、決算があったりと多くの方が節目を迎えております。節目と申しますと、先日安倍首相がＴＰＰの参加を表明されまして、国家１００年の決断ということで表明されました。農業損失で約３兆円の損失、そして産業含め３．２兆円のプラスという形で景気効果があると表明しておりますが、国際社会の波に乗るという大義名分があると言っていますが、裏側ではアメリカとの関係強化と中国への牽制といった部分もあるようです。
私たちのＪＣＣＳでどれぐらいの支持があるのかというデータがありまして６７％が賛成であるとの記事に載っておりメンバーの関心の高さがうかがえます。
ＴＰＰに関連して農業に携わる私丸勘青果市場の見解でご説明させていただきます。ちょうど関税というのは皆さんもご存知だと思いますが、関税が一番高いのは「こんにゃく」１７００％で、背景としては群馬県がシェア率９０％で小渕首相や中曽根首相など多くの歴代首相を輩出してきたことがあります。二番目が「お米」７７０％、三番目が「落花生」で７４０％だそうです。その下には澱粉などと続いていきます。さて、私の業界の果物や野菜はどうかと言いますと、農業が壊滅的な被害と報道されていますが、実は果物が１５％で野菜が３％であります。そして本日はいらっしゃいませんが齊藤副理事長の「花」は関税０％で国内生産率が９０％だそうです。お米の打撃は非常に大きいのですが、事実野菜と果物に関しては数値からすると関係ない状況だそうです。しかしながら、懸念材料とされますのが農家さんの先祖伝来の土地や畑を持ってお米を多く作ってきたことだそうです。その収入の部分を考えればその影響は計り知れないものだろうと思います。安倍首相の政策は危機突破内閣と銘打っているように非常に攻めの姿勢が伝わって来るのですが、企業に置き換えると企業も常に攻め続けなければなりません。皆さんもご存知かと思いますが、守りに入った瞬間から企業は衰退するそうです。我われＪＣの事業も同じことが言えると思うのですが、既に審議が通っている議案、今日審議を受ける議案、これからの審議のために協議をおこなう議案と様々ありますが、それぞれが攻めうって皆様のリーダーシップを発揮しメンバーに伝えていって欲しいと思います。
攻めと言えば「会員拡大」であります。今年は山形ブロックで会員拡大の褒賞を狙っていまして、それぞれ１７ＬＯＭが会員拡大達成率３３％を達成しないと１ＬＯＭにカウントされず褒賞が貰えないそうです。昨年の７月から本年の７月までのカウントで４７名の拡大を目指さなくてはいけません。佐藤議長や昨年委員長の矢口さんなどの頑張りのお陰で今のところ３０名を超えそうです。何とか皆様のお力で４７名以上の拡大をお願いしたいと思います。
これからの山形ＪＣは常に攻め続けなくてはいけないと思います。今後とも皆様のリーダーシップに期待して、また今後の健康をご祈念して冒頭の挨拶とさせていただきます。本日もどうぞ宜しくお願い致します。

１０．直前理事長予定者挨拶                                            野口直前理事長
こんばんわ。今ほど井上理事長からＴＰＰなどの世界情勢をお話いただきましたが、私は視点を変えまして娘の話からさせていただきます。今月県立高校を受験しまして受かりました。娘と受験が終わってから話す機会がありまして、勉強の話をさせていただきました。３年生になると、より高校受験の為にＪＣっぽく言うと手法論から入ってくるんです。これをやったらこのように解けるなどですが、ふと娘に質問されました。「なぜこのようなことを覚えなければならないのか」と。数学とかの因数分解は世の中に出てから使ったりしない。簡単に言ったら暗算や掛け算、引き算、逆式算と言って答えから式を導き出すなどの方ばかり使っております。言われて考えたのですが、一つひとつの勉強が今に必要ではないかもしれないが覚えていかなくてはいけないと思いました。何を言いたいかと言うと根本的に自分がやることを理解しないと世の中に対しても通用しなくなると思いました。
ＴＰＰの問題にしても今説明していただいたからではないですが、我われ日本国、特に農業県の山形などは自給率は１０４％と聞きました。日本が産業や株でも世界のトップに立っているのでしょうが農業などの自分たちで生きる力に関しては自分たちで養っていかないといけないと思います。ここに居るＪＣメンバーの皆様は基礎をしっかりなさった上で勉強してリーダーシップなどを学んでいると思います。自分たちが今やっていることをしっかり理解していかないと事業が差し迫った時にどうしたらよいかわからなくなります。わからないところは真摯に向き合い取り組むことが重要だと思います。私も２０１０年の日本ＪＣ出向で副委員長をした際に、プログラムの作成する内容を合計６回上程しましたが最終的にはなりませんでした。ただ、次の年に引き継ぎ予定者段階で議案を通していただき１月からしっかりと活動させていただいたという記憶があります。
今年の事業で目が咲かなくてもしっかりと真摯にやっていただきたいと思います。今日も沢山の議案はないのですがしっかりと一つひとつ審議、協議させていただき有意義な時間にさせていただきたいと思い、挨拶とかえさせていただきます。今日も宜しくお願い致します。

１１．議題並びに資料の確認                                             荒井要雄委員長
配布資料　第３回理事会アジェンダ　
確認事項その他を含め１件、討議事項その他を含めて１件、審議事項その他を含めて６件、協議事項その他を含め１３件、報告・依頼事項その他を含め１６件

１２．議事の採択                                                      井上周士理事長
全員賛成

１３．確認事項
確－０１　その他                                                      横山専務理事
削除

１４．討議事項　
討－０１　その他                                                      横山専務理事
削除

15． 審議事項                                                        井上周士理事長
審－０６　その他
削除

審－０１　山形大花火大会市民サポーターの募集及び運営（案）承認に関する件  花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
前回からの変更点として７番の対外配布資料のところにサポーター参加申込書（案）と募集チラシ（案）の「誓約書」を添付した。高校生のサポーターの募集の件は本年度見送る意見である。学生サポーター募集人員は１５０名を掲げている。現段階で各学校にお願いして行く予定だが各理事の皆様にもご協力をお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
本年度の花火大会サポーターの皆様には何をやってもらいたいと考えているか。

渡部本部長【回答】
山形大花火大会の良さを肌で感じてもらい、更に山形ＪＣの活動を通してより知ってもらう。その先に来年の大会があると感じていただければと思っている。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
ただ単にサポーターの皆様を増やすのではなくて山形をより良くしたいと思っている方を増やしていくことだと私は思う。そのために我われの都合のいいように動いていただく方がサポーターではないと思うので、今後の運営の中で見直して行ってもらいたい。

鈴木力常任理事【意見】
昨年は快くご協力頂いた。本年度もより良い関係を築き成功のために頑張ってください。

野口直前理事長【質問】
山形大学のＪＣＣさんは事務局を通さず歴代の後輩たちで繋いでいるのでしょうか。

三沢特別委員長【回答】
先輩と後輩で繋がっているだけだと思う。

野口直前理事長【意見】
審議後でいいが、出来れば山形大学の事務局を通したほうがお互い責任を持てると思うので事務局との連携を是非ご検討していただきたい。

井上理事長【採択】
全員賛成

審－０２　ＪＣＩアワード申請（案）承認に関する件                 グローバルシティー創造員会
武田委員長【上程】
昨年行われたオフサイトミーティングをＪＣＩアワードに申請させていただく。それに伴い先日仙台で行われたＪＣＩアワード申請塾を受講してきた。委員会全員で獲得出来るよう全力で取り組んでいく。

安藤常任理事【意見】
今度のＡＳＰＡＣでは山形ＪＣは何かと注目される。そこでアワードを受賞しステージに上がれることを期待するので頑張っていただきたい。

伊藤副理事長【意見】
オフサイドミーティングではなくオフサイトミーティングである。修正していただきたい。

井上理事長【採択】
全員賛成

審―０３　５月公開例会の企画・実施（案）に関する件         ヒューマンネットワーク創造委員会
長谷川委員長【上程】
見積企業様としてメンバー企業である武田紙工が入っている。
前回からの変更点として事業実施に至る背景、事業目的の対外、対内の部分で前回まで混ざっているとご指摘いただいたので修正した。
予算の総額に関して１３８万円とした。後ほど説明する。
講師に関しては前回同様ＬＩＬＩＣＯ氏でいきたいと考えている。
１０番の事業概要下記の部分で予算が多くなってしまったが、有名な講師をお招きし、多くの市民の方に知っていただくために企業協賛を募る形式にさせていただきたい。企業協賛に関してはリストを用意している。

遠藤常任理事【補足】
委員会として事業計画書を見直した結果、是非ともＬＩＬＩＣＯ氏で公開例会を行いたいとなった。

鈴木辰太郎副理事長【補足】
高額な予算の提案になってしまっているが是非ともＬＩＬＩＣＯ氏で行いたいと考えている。協賛金募集は初めての上程になるので時間をいただき審議をいただきたいと思う。

井上理事長【採択】
取引業者の審議
全員賛成

中村祥之副理事長【質問】
予算はシェイプアップされていて非常に良いと思う。
ＬＩＬＩＣＯ氏について、我われの考えている趣旨を伝えていただけるか不安であるがどうなのか。

長谷川委員長【回答】
現在は代理店を通して交渉をしていたが、今後は講師サイドと直接交渉出来るように段取り済である。承認後、直ちに連絡を取り日程を調整後、直接話をする。

中村副理事長【意見】
是非とも頑張っていただきたい。

三沢特別委員長【質問】
協賛金での領収書の書式などはどうなっているのか。

鈴木辰太郎副理事長【回答】
まずは協賛金をいただく審議をいただいてからしっかりとした理事長名の案内文と山形ＪＣ名での領収書を用意する予定である。

野口直前理事長【質問】
この事業に対して成功したと思えるラインはどこか。

長谷川委員長【回答】
来場者１，０００名の目標に上げているが、市民の皆様で会場一杯にする点が一点。
ＬＩＬＩＣＯ氏に話していただく内容がこちらの要求する内容で講演していただき、来場者がお帰りになる際にパワーをもらって、元気になって帰っていただく点が私の考える成功のラインである。

野口直前理事長【意見】
今お話いただいた内容もあるが、達成するには委員会が一丸になっていただかないといけない。市民会館を満員にするのは以前もあったが難しいことだと思う。是非頑張っていただきたい。
この事業を行うにあたって、市民の意識変革を行うのは勿論だが、委員会メンバーが次に繋がる事業にすることが大事だと思う。

安藤常任理事【意見】
事業予算書を拝見させていただき広報関係の費用の部分がかなり圧縮されていると感じた。テレビの無料のＰＲが出来る時間帯がある。各テレビ局さんに確認していただき、有効に活用していただきたい。

伊藤副理事長【意見】
前回の協議から違う内容で審議という部分を反省していただきたいが、いい事業を開催していただきたい。また、ギリギリまで足を使ったり電話やメールで広報活動を行うことを記載された方がいいと思う。

中村監事【意見】
託児に関する件で１人あたり２０人だと大変になるかもしれないので確認していただきたい。

井上理事長【採択】
全員賛成

審―０４　新春賀詞交歓会式典ならびに祝賀会の事業報告(案)ならびに決算(案)の承認に関する件   
会員交流委員会
與田委員長【上程】
式典の部分で本会計からいただいた４５万円の決算書と祝賀会の決算書を添付している。

遠藤常任理事【補足】
新春賀詞交歓会に多くのメンバーが出席いただき感謝する。

中村監事【監査】
適正に処理されていることを報告する。

野口直前理事長【意見】
反省で残していただきたいのだが来賓控え室で一般の方とＪＣ関係の来賓とを一緒にしない方が良いと思う。お金の部分も発生するので検討していただきたい。

三沢特別委員長【意見】
来年はＡＳＰＡＣもありＪＣ関係の来賓も多くいらっしゃると思うので野口直前理事長がおっしゃった意見を是非とも検討していただきたい。

中村祥之副理事長【質問】
１０番の事業目的達成の検証で「テーマのなかで使われている言葉である、“ＡＬＬやまがたＪＣ”という言葉が浸透しきれませんでした。」と記載があるが理由とどのようにすれば伝えられたか。

與田委員長【回答】
ＡＳＰＡＣに向けて結束感を強めるためにと考えたがシニアの方との連携が至らなかったと思う。次年度に引き継ぎたいと思う。

中村祥之副理事長【意見】
是非とも反省を生かしていただきたい。併せて当日のばたついた点なども引き継いでいただきたい。

伊藤副理事長【意見】
素晴らしい賀詞交歓会だったと思うが裏手の作業場が休憩所になってしまっていた。喫煙場所も所定の場所で行うようしっかりと引き継ぎしていただきたい。

井上理事長【採択】
全員賛成

審―０５　四維ＪＣの姉妹協定延長（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　会員交流委員会
與田委員長【上程】
２月２３日（土）に５年目の延長を滞りなく締結してきたことを報告する。

鈴木辰太郎副理事長【補足】
当日は渉外支援委員会の鈴木暁子委員から和服を着て協力していただくなど感謝している。

中村祥之副理事長【意見】
この議案を見るのは５年ぶりだが次回までしっかりと精査してこの議案を残していただきたいと思う。

井上理事長【採択】
全員賛成

１６．協議事項                                                       横山専務理事
協－１３　その他
削除

協－０１　７月例会の企画・実施（案）に関する件                       会員パワーアップ特別会議
會田総括幹事【上程】
７月９日に認証式、例会を企画。２部構成にしており、第１部を認証式、第２部で新入会メンバーと共に平清水焼の陶芸体験を実施する。来年のＡＳＰＡＣ、セネターの晩餐会の際に使う「おちょこ」を作成する。１人５００ｇで３つ作る。１つを持ち帰り、２つをセネターの晩餐会で使い、さらにギフトとしてお持ち帰りいただく。平清水焼の理由として、地元の伝統文化であるという事と、粘土をこねる作業が癒しの効果にもなるので、ＡＳＰＡＣに向けて英気を養っていただきたいという想いである。

伊藤副理事長【補足】
委員会で検討した結果、平清水焼の陶芸を、ＡＳＰＡＣでのギフトにもつながる事業として企画した。是非多くのメンバーが参加いただけるようなご意見を頂戴したい。

三沢特別委員長【質問】
認証終了後の作成だが、スーツで行うのか。

會田総括幹事【回答】
スーツではあるが、夏場でクールビズであると思うので、軽装にて作成いただきたいと考えている。また、必要であればエプロン等も持参いただく。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
来年に繋がるものを作成するのは斬新なアイディアである。ただし、事業実施の背景や認証式で行うということに説得力が感じられない。

鈴木力常任理事【意見】
メリハリをもった例会の構成、設営をよろしくお願いしたい。

今野常任理事【質問】
講師の方は来られるのか。

會田総括幹事【回答】
平清水焼様の方から、講師、サポートの方がこられる。

中村祥之副理事長【質問】
たいへんおもしろい企画である。会場レイアウトはどのようなものか。事業内容と雰囲気の整合性はあるのか。焼いたものはどうやって移動させるのか。以上３点について質問したい。

會田総括幹事【回答】
会場レイアウトについては差し替えが必要である。当初３部構成で考えていた。第３部として、利き酒大会を企画していた。会場はフローリングのスペースにテーブルを置き、そのうえで作っていただくものである。静かな環境は作成中に皆様に作っていただき、交流は完成後におおいに行っていただく。作ったものの配送については、すべて平清水焼様にしていただく。出来上がったものの保管に関しては、是非パレス様にお願いしたい。

伊藤副理事長【補足】
当施設でも毎年行うが、机だけ用意すれば問題ない。保管場所については是非パレスさんにお願いしたい。

井上周士理事長【コメント】
去年の７月例会は楽しいものだったので、今年の７月例会も期待している。

協－０２　６月例会の企画・実施（案）に関する件                        ＡＳＰＡＣ準備事務局
長瀬総括幹事【上程】
前回いただいたご意見を記載している。例会という事で２部制を採用し、第１部で事業プレゼンを実施、第２部でＡＳＰＡＣ山形大会の意見交換を行う。この流れで良いか皆さまからご意見いただきたい。また、山形市長、山形県知事もゲストでお呼びするが、セレモニー中は着座で良いかご意見をいただきたい。

中村祥之副理事長【補足】
添付の「プレゼン資料イメージ」の内容についてご意見をいただきたい。

武田委員長【質問】
参加者リスト上で対象外とした方を、もう一度対象とする場合はどういった対応をするのか。

長瀬総括幹事【回答】
必要であれば今後調整していきたい。

渡部本部長【質問】
第２部の意見交換の際にどのように取り纏めをし、反映させていくのか。

長瀬総括幹事【回答】
各テーブルの中で、山形ＪＣシニアクラブ、現役理事メンバーがホスト役となり、意見を吸い上げＣＯＣ、理事会内でフィードバックをする。後日理事の皆さまに連絡させていただく。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
ＡＳＰＡＣに向けて今現在どのような問題があるのか。

長瀬総括幹事【回答】
スケジュールが遅れていて、先が見えづらい状態にある事である。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
事務局運営側の問題点としてはいかがか。

長瀬総括幹事【回答】
ＬＯＭでいうところの一般メンバーにはまだ充分な情報提供が出来ていない。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
情報提供が出来ていないことで、意味を理解出来ていないということが問題ではないか。理解できていないことによって、やらされている感が出てしまうのではないか。大事なのは何なのかを理解することが重要なのではないか。伝える側として、もっと向き合って提案していく必要がある。

中村正利監事【質問】
日程変更の理由をお聞きしたい。懇親会会場はどこになるのか。領収書などはどの様に対応していくのか。事業内容についてはタイムスケジュールをもう少し細かく教えていただきたい。

長瀬総括幹事【回答】
日時はＡＳＰＡＣ後の開催を設定している。飲食に関しては２部にて提供する。見積りはもう少しわかりやすくして、次回までにご用意させていただく。

協－０３　山形街づくり塾の企画・実施（案）に関する件                  ＡＳＰＡＣ準備事務局
長瀬総括幹事【上程】
こちらも前回の意見対応をさせていただいている。ＡＳＰＡＣにちなんだ動きという事でコンセプトは“Ｔｈｉｎｋ　Ｇｌｏｂａｌｌｙ　Ａｃｔ　Ｌｏｃａｌｌｙ”(グローバルに考え、ローカルに動け)という国際的な視点と山形で行動していくという想いになっている。スケジュールについて、８月までには記載のとおり進めていき、９月以降は次年度のスケジュール等をみて、柔軟に対応できる様、記載している。

中村祥之副理事長【補足】
前後してしまうが、講師承諾書はすでに取り付けてある。講師のスケジュールに合わせて日時を設定している。

伊藤副理事長【質問】
９月以降の日程をお聞かせいただきたい。ゴールとしてＡＳＰＡＣのボランティアリーダーやＣＯＣにいつ、どこまでに、どういう形で繋げていくのか。

長瀬総括幹事【回答】
日程に関して、理事長の年間スケジュールの空いているところ、かつ講師の日程的に金曜日の夜に開催したい想いがあった。ＡＳＰＡＣに向けてのボランティアリーダーの仕組みづくりであるが、講座の中でテーマを抱えながらやっていくがタイミングは難しいと思っている。記念事業も見据えて、その都度調整していく。予算が伴うものであれば、早い段階でやっていきたいが、ＡＳＰＡＣにつながるかは最終的にならないとわからない。この方々がボランティアスタッフとして活躍していただけるようにしていきたい。

野口直前理事長【意見】
コンセプトの“Ｔｈｉｎｋ　Ｇｌｏｂａｌｌｙ　Ａｃｔ　Ｌｏｃａｌｌｙ”(グローバルに考え、ローカルに動け)の翻訳をもう少し精査した方がよいのではないか。事業イメージはおおよそ理解できるが、事業の進捗具合やねらいをフローチャ－ト等で描いていただければよいのではないか。事業イメージに加え、フローチャートの２つがあれば、もっとイメージしやすくなり、ぶれずに参画しやすくなると思う。この事業が終わった後に、我われの「人づくり」、「まちづくり」が出せれば非常に恰好がよいのではないか。事業目的（対内）に「啓発」とあるが、もうふたひねりくらいしてほしい。この事業は膨大な量である。昨年のＦａｃｅｂｏｏｋの例会でも１００名程度が集まった事を踏まえれば、単発的には人は入らなくとも、長期的な事業であるので延べ人数にしたら、相当な人数が関わる。最後の終わり方、落としどころを明確にしてほしい。事業は非常に期待している。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
参加者数は４０名～５０名なので広がりはない。育成していった方たちがどうやって活躍していくのかが重要である。ＡＳＰＡＣのボランティアリーダーを目指すとあるが、中身が見えないので、不安がある。事業内容の中で、（４）学びから実践へ　において、「単なる学びの場に終わらないよう、実践していく機会をサポートしていきます。」とあるが、どのように考えているのか。

長瀬総括幹事【回答】
事務局がイメージした実践というものは、山形市で実施している「コミニュティファンド」（補助金を授受し、事業を実施していく事。）や各企業で実施している地域活動（山形銀行等）のようなものに繋がっていくことである。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
単年度制のＪＣにおいてしっかり結果を出していかなければならない。費用対効果についても、しっかりと精査してほしい。選考基準についても、理事長、直前理事長に参加いただくのであれば、もう少し精査いただきたい。

中村祥之副理事長【補足】
三名の講師の日程の仮押さえと、４月から募集をかけるためのチラシを作成している。こちらの議案について、募集の開始までを含め、振替審議をいただきたい。

野口直前理事長【質問】
ＡＳＰＡＣの為のボランティアリーダーを育成するのか、地域のまちづくりの為の人材育成なのかをはっきりしていただきたい。

長瀬総括幹事【回答】
将来のまちづくりを担う人材を育成するというのが、スタート時の想いであった。その中で育ってきた人材が、ＡＳＰＡＣでも活躍していただきたいと考えている。

野口直前理事長【意見】
事業目的（対外）の赤字部分は削除しても良いのではないか。地域のリーダーを育成するという事がぶれなければよいのではないか。１２月終了の長期間の事業であるので、期間中にぶれないか不安である。

中村祥之副理事長【審議振替】
８月までの前半部分の日程と講師について、広報活動を進めさせていただきたい。振替えであれば、チラシを回覧させていただくので、ご検討いただきたい。

動議

井上周士理事長【採択】
賛成多数

審議―０７　山形まちづくり塾の企画・実施（案）に関する件　           ＡＳＰＡＣ準備事務局
長瀬総括幹事【上程】
部分審議をお願いしたい。８月３１日までのスケジュール、第３講座までの講師のチラシの部分、募集要項の部分、ご講演依頼の部分、メディア取材時の予算の部分の審議をお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
日程について、会員会議所会議と同日で理事長の参加ができないのはありえない。その他、全国大会の前日に開催されたりなど、日程の詰め方が甘いのではないか。講師の都合などで、無理矢理に審議を通そうとするのはルール上問題がある。もう１か月先に出すべきであったのではないか。

長瀬総括幹事【上程】
一般客の中で何かあった場合には、流動性を持たせながら対応する。対外目的はＡＳＰＡＣである。まちづくりに関して関連付けるために記載している。

中村祥之副理事長【補足】
上程に関して準備不足でご迷惑をおかけして申し訳ない。３月の時点で後期の日程を確定させる必要まではないのではないかという考えで今回の上程に至った。事務局とも話をし、突発的に何かあれば日程調整のうえ対応させて頂く前提で考えている。手法としてのＡＳＰＡＣであることは承知しているが、準備事務局の性質上、目的としてＡＳＰＡＣを記載させて頂いている。慎重審議をお願いしたい。

長瀬総括幹事【上程】
本件に関して、武田紙工さんをチラシ作成業者として考えている。よろしくお願いしたい。ＪＣＩマークを修正しての上程とさせて頂く。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

協－０４　ＬＯＭブース(国外)の出展（案）に関する件                           渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【上程】
前回理事会にて、国内外を分けずに議案を提出してしまい申し訳ない。今回は分けたうえで国外に関する部分を上程させて頂く。今回、予算を８万円下方修正し、４２万円としている。来年度のＡＳＰＡＣを控え、ＰＲの大きな機会としては最後になるのではないかと考えている。参考資料内、「ブース出展の狙い」を見て頂きたい。ブロック出向者の協力を仰ぎながら、県内他ＬＯＭの方にも法被を着用して頂き、元気でにぎやかなブースを作っていきたい。昨年、花笠を持った姿をチェキで撮影したところ非常に好評であったことから、本年も媒体をデジタルカメラに換えて引き継ぎたいと思っている。ＦａｃｅｂｏｏｋやＨＰへ掲載した写真を、アクセス者から直接ダウンロードして頂く予定である。その際、山形の観光や物産に関する情報に触れ、山形に関する興味を深めて頂ければと思っている。また、山形の名産であるふうき豆を使用したどら焼きに焼き印を施し、配布物として考えている。来年度を考慮し、本年のＡＳＰＡＣ時には特に力を入れてＰＲを行いたいと考えているため、皆さまのご意見を頂戴したい。

鈴木力常任理事【補足】
議案を二分割したということで修正が多く入っている。添付資料をご覧のうえ、ご意見頂戴できればと思う。

中村祥之副理事長【補足】
当該委員会メンバーだけでなく、ＬＯＭ全体での盛り上げが必要となる。よろしくお願いしたい。

荒井要雄委員長【質問・意見】
Ｆａｃｅｂｏｏｋに写真を掲載する際、海外メンバー等がそのページまで辿り着くのに時間を要しないだろうか。写真掲載のために専用ページを作成してはどうだろうか。

佐藤幸助委員長【回答】
山形のページに関連付けてうまく誘導したいと思う。総務委員会との打合せを密にして作成していきたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
時期的にどら焼きが黴びる可能性があると思うが、対策はどのように考えているのか。

佐藤幸助委員長【回答】
見積を徴収した業者より、エージレス脱酸素剤を封入することによって２週間は日持ちがすると聞いている。審議内でも意見を頂き、黴などが発生しない確認を得て使用していきたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
ふうき豆は山形市内でしか生産していないということを周知させつつ進めて頂きたい。

野口直前理事長【質問】
鈴木力常任理事に質問したい。山形ブロックとしては、今回ブース出展の予定はあるのか。

鈴木力常任理事【回答】
ブロックとしての出展は予定していないと聞いている。

野口直前理事長【質問】
世界会議・ＡＳＰＡＣでは、ＬＯＭとして２ブース出展するということなのか。

佐藤幸助委員長【回答】
渉外支援委員会で１ブース・ＡＳＰＡＣ準備運営グループで１ブースの出展を予定している。

野口直前理事長【意見】
協議の段階であるので、ブロックの協力を仰いでもよいのではないか。アジア圏内では映画村が非常に知名度を得ている。県内ＬＯＭの協力を得てブース展開する方法も探ってみてほしい。

武田委員長【意見・質問】
文書作成者の蘭に、「等」の字が不要であるので修正お願いしたい。ＰＲ法被に関して、県内他ＬＯＭの方は全員所持しているのか。

佐藤幸助委員長【回答】
各ＬＯＭの色とりどりな法被を着用して頂こうと考えている。

協－０５　ＬＯＭブース（国内）の出展（案）に関する件                      渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【上程】
こんにゃく麺を用いた冷やし中華を準備したいと考えている。鍋等の案も出たが、暑い時期であるため避けた経緯がある。山形県が日本一の消費量を誇るこんにゃくを涼しげな料理に使用したものを振る舞っていきたいと思う。ご意見を頂戴したい。

鈴木力常任理事【補足】
ブロック・地区にも積極的に協力をお願いしていきたいと考えている。よろしくお願いしたい。

中村祥之副理事長【補足】
こちら側で材料を準備していくためにも考えた案である。よろしくお願いしたい。

與田委員長【意見】
清涼感があり、非常に良い案であると思う。３００食を準備するということであるが、少し多めに感じられる。前年の引き継ぎ資料を検討し、費用対効果の高い内容にできるよう頑張って頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
たからいちという名称に変わってから今回が２度目である。こんにゃく冷やし中華を、地域の宝として県内全土に発信できるのか。

佐藤幸助委員長【回答】
そう言い切れるよう、頑張って作り込んでいきたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
委員会内での試食等を経て、市の宝であるとの結論が出たのかを教えて頂きたい。

佐藤幸助委員長【回答】
委員会内での結論として、山形市を代表する宝として候補に挙げる。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
これを宝と言うのは正直微妙に感じる。本当に宝と言えるようにして頂きたい。もしできなければ候補を変えて頂きたい。

中村正利監事【質問・意見】
昨年は一般参加者より１００円程度の金額を頂いていた記憶がある。本年はどのようにする予定であるのか教えて頂きたい。また、今回議案を分けて作成したということであるが、前回出た意見に対して修正が少なく感じられる。丁寧な議案の作り込みをお願いしたい。

中村祥之副理事長【回答】
昨年はたからいちのルールに則り「メンバーは無料・一般参加者は１００円」という取り決めをしていた。本年のルールがまだ決まっていないため何とも言えない。

横山専務理事【意見】
製造原価表を作成するのではなく、予算書をしっかりと作成することが目的となる。次回から審議に入るのであれば常任理事会を活用するなどし、予算書の内容整備に努めて頂きたい。

井上周士理事長【コメント】
今回議案を分けたということで大変であったと思うが、様々な意見が出ているのでしっかりと反映して進めていけるよう頑張って頂きたい。

動議                                                                          荒井要雄委員長
荒井要雄委員長【上程】
終了時間延長の動議  ２２：００～２２：４５

井上周士理事長【採択】
全会一致で可決

協－０６　第３４回山形大花火大会の実施（案）に関する件                    花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
事業委託費として３０００万計上されている金額は、ＬＯＭの予算書で進める。花火大会独自のフォームに関しては、全体の運営費の流れを把握するために使用していきたい。大会の目的に関して、どちらかというとＪＣ向けの内容であったため、以前よりも対外的にアピールできるものに内容変更をかけている。協議をよろしくお願いしたい。

協－０７　第３４回山形大花火大会の企画・実施（案）に関する件               花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
前回の理事会で意見を頂き方向性が定まってきた。各方面と協議・調整を進めている。詳細は黒沼部会長より上程させて頂く。

黒沼部会長【上程】
細かい部分をいくつか修正している。芸工大に依頼していたデザインに関して、コンペ法式ではなくデザインチームを組んで取り組んで頂けることに決定した。Ｆａｃｅｂｏｏｋの活用を、ＨＰに連動した付随型にスタンスを変えている。オープニングイベントに関しては議案作成に間に合わなかったが、山形出身の歌手を呼ぶことが出来ないか目下交渉中である。

三沢特別委員長【補足】
部会一丸となって様々な企画を考えている。皆さまのご意見を頂戴したい。

荒井要雄委員長【意見】
安全祈願祭に関する資料で古い役職名が残っていたりする。次回審議となるであろうから、細かい点の修正をお願いしたい。

中村祥之副理事長【質問】
４月の時点では決められないものもあるので予算が０計上になっているのだと思う。次回以降の審議対象資料が非常に多いようだが、進め方の流れを教えて頂きたい。

渡部本部長【回答】
委員会内での調整が必要と感じているので、審議対象資料・参考資料に関しては、内容見直しのうえで次回上程させて頂く。

中村祥之副理事長【質問】
この対象の中で、来月の審議に残すものはあるのか。

渡部本部長【回答】
まだ未決であるが、花火デザイン・メッセージ花火・ポスターデザイン作成依頼文の部分は残し、他は参考資料へ回したいと考えている。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
実施に至る背景を見ると、目的がよく分かっていないのではないかと感じる。大会の企画・実施の目的として、ゆるキャラや女子アナが結びつかない。

黒沼部会長【回答】
ふるさと山形の良さを改めて感じて頂きたいという目的で設定している。ゆるキャラに関しては、山形に多数いるゆるキャラを知って頂き山形の良さを認識して頂きたい。また、大使に女子アナを冠しているのは、親しみやすさを広めたいと思った為である。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
花火大会の企画・実施の目的が、「花火大会を通して」ではおかしいのではないか。向き合い方が足りないと感じられる。本当に大会を盛り上げる企画は総務部会でなければできない仕事である。小手先の内容にとどまらず進めていって頂きたい。

協－０８　第３４回山形大花火大会協賛金の募集（案）に関する件             花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
大口協賛先に関して、協賛メリットを高めたいということで案を考えている。広報に関しては、市のＨＰに花火大会のバナーを貼るなどして浸透させていきたい。詳細は佐藤浩之部会長より上程させて頂く。

佐藤浩之部会長【上程】
前回理事会でご意見頂いた卒業予定者の協賛引継ぎに関して、１０番の事業内容に反映させて頂いた。協賛目標金額・５月公開例会での募金活動・市のＨＰ上バナー・メディアの活用等を立案中である。ご意見よろしくお願いしたい。

安藤常任理事【意見】
卒業予定者の引継ぎは毎年うまくいかない部分でもある。本年だけでなく、来年以降にも影響していく内容であるので、うまく進めて頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
協賛金に応じたチケット配布に関して、１万円で２枚であるという明確な規定を表面化し、混乱が起きぬよう整理して頂きたい。

協－０９　第３４回山形花火大会の安全な運営及び総合説明会・事前説明会の開催（案）        
花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
総合警備の説明会、現在調整中の為日程の変更もあり得る。事業内容として昨年の３３回花火大会の最後に皆さまより書いて頂いたアンケートから出た意見をしっかりと受け止めて、今回の警備に反映していく。また、会場が確定していない部分があり設営部会の方で調整している状況である。

白木部会長【上程】
第３４回山形花火大会の安全な運営及び総合説明会・事前説明会の開催（案）に関する件について上程させて頂く。本年より、会場を新設する。Ｂ会場とＣ会場への各会場入り口がとてもわかりずらくなる為、また来場専用通路、タクシーの乗り場の案内看板を同時に作成する予定である。それから、警察と協議にて動員数、またはパトカーを増やして頂き、農道への路上駐車または侵入等の軽減を図る予定である。また、警備動員も増やすと共に警備員の配置時間を、昨年の１５時からだったものを１２時からに変更することも検討している。タクシープールの件だが、本年タクシープールの場所とルートの変更を検討している。Ｆ会場ののぼりの件で、確保が厳しい事とバス、タクシー、歩行者の出入り口付近に混雑疎かを図るため、タクシープールの現場事務所の裏側、南側に変更する予定である。

三沢特別委員長【補足】
昨年より頂いたアンケートを元に色んな所を改善しようとメンバー内で頑張っている。

中村祥之副理事長【意見】
お客さんは例年同じ会場だと思っているのがほとんどで、会場が変わったから導線を変えるというのはこちらが思っている以上にお客さんには伝わらない。特にバス乗り場への導線は例年のことで苦労されている。場所が変わるのであれば考えて頂きたい。

野口直前理事長【意見】
全員来て頂くことを前提に進めて頂きたい。安全かつ共通認識として山形青年会議所として細かな認識に対して一番わかっていることが大事である。自分たちが進める部会には、危険なこととかを盛り込みながら少しずつ進歩していかないといけないと思う。

協－１０　　第３４回山形大花火大会清掃の実施の件                          花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
来年以降も持続させる花火大会ということで最後にしっかりと掃除をして終わらせるということが大事だと思う。けじめとしての例会だということを皆さん認識して頂きたい。前日警備で大変だとは思うが、時間を有効に使うためにしっかり揉んでいきたいと思っている。

白木部会長【上程】
第３４回山形大花火大会清掃の実施の件上程させて頂く。昨年からの変更はない。

三沢特別委員長【補足】
人数が多ければ早く終わるので、全員参加お願いしたい。

長瀬総括幹事【意見】
連絡方法の徹底、対応だけしっかりして頂きたい。

武田委員長【意見】
しっかりサポートしたいと思う。

井上理事長【コメント】
たくさんのオブザーブありがとうございます。これからも素晴らしい大会の為に頑張って頂きたい。

協－１１　ＵＮＭＤＧＳの企画実施（案）に関する件          ヒューマンネットワーク創造委員会
長谷川委員長【上程】
ＵＮＭＤＧＳの企画実施（案）に関する件、協議上程させて頂く。

鈴木辰太郎副理事長【補足】
３０万円の予算があることについては、それを使う事業としてしっかりさせて頂きたい。

伊藤副理事長【意見】
全て次回の審議で承認を得るつもりなのか。

長谷川委員長【回答】
こちらとしては、全て合わせての承認を頂きたい。

伊藤副理事長【意見・質問】
進捗がどこまで進んでいるのかというのを協議の中に入れていったほうがいいと思う。決まってないのは決まってないので仕方ないが、先方との話し合いがどこまで進んでいるのかなど見えない部分を教えて頂かないと、何も言えることがない。結果また上がってきて、決まってませんでは前回と同じである。記載のないところで決まっているところがあるのか。
せめて、今回の国際グループの方々とはメールややりとりはしているのか。

長谷川委員長【回答】
実はまだしていない状況である。

野口長前理事長【補足】
国際グループのグローバルネットワーク確立会議の林君と何度か話をさせて頂いて、山形でやるスタンスというものは一応いつでもいいような形にさせて頂いている。ただ、今の現状で４月から５月に学校訪問するとあるが１０校程度ではなく、８校なら８校でいいので数字を決めてもらいたい。最終的には、１回２回は出前講座でやるので、しっかり決めたほうがスケジュール的にも楽だと思う。企業向けは、国際の方で試しにやっている。プログラムはあるが成立させていない。メンバーの企業からやらせて頂かないと広まらない。ＬＯＭの方向性だけ委員会の方でしっかり揉んで頂ければと思う。

武田委員長【質問】
４月例会で使うキャップを関係諸団体で展示することになっている。青年会議所的にはＭＤＧsの１つの事業として、８００個でワクチン１つ寄付できるということになっているが、こちらの方予定があるのか。

長谷川委員長【回答】
ペットボトルのキャップではなく、別の違うことも考えている。

協－１２　　ＬＯＭ内情報交流（案）に関する件                             会員交流委員会
與田委員長【上程】
ＬＯＭ内情報交流の規模は、Ｆａｃｅｂｏｏｋを活用するというところが大前提で、ＡＳＰＡＣに向けて山形のＬＯＭの中、ＣＯＣのオフィシャルのＦａｃｅｂｏｏｋも立ち上がる、花火関係も立ち上がる、もしくは国際交流の中で渉外支援委員会でＬＯＭのページと関連して常にＦａｃｅｂｏｏｋということで、関係しているのでＬＯＭ内情報交流でもこれを最前線に押していかせて頂きたいというところで、１００％登録して頂けることを一番の目標に進めさせて頂きたいと思っている。現在、山形青年会議所関係では４つのグループがあるが、そちらの管理者などを決めてＬＯＭの中での情報交流としていきたい。

鈴木辰太郎副理事長【補足】
２つの目的があって実施している。慣れてる人、慣れてない人いる中でご意見頂きたい。

武田委員長【意見】
会社の事情で登録できないメンバーもいる。そういうことも考えて頂きたい。

荒井要雄委員長【意見】
積極的にやらせて頂ければと思う。

１７．報告・依頼事項                                                         舟山事務局長
報－０１　　会員拡大状況について
伊藤副理事長【報告】
パスワード２０１３ＫＰ。ここに３２名の方がいる。目標の５０人達成の為、皆さまに情報をお寄せ頂きたい。

報－０２　東北地区内各ブロック会員会議所ＡＳＰＡＣＰＲ報告について
報―０３　ＰＲ参加のお願いについて
報―０４　ＪＢＭ参加報告について
報―０５　バーナードＪＣＶＰ公式訪問について                          ＡＳＰＡＣ準備事務局
長瀬総括幹事【報告】
東北地区内各ブロック会議所会議の報告について、皆さまからご尽力に感謝したい。次回３月２３日山形での会員会議所会議があるのでＰＲの協力お願いしたい。ＣＯＣ正副ならびに正副拡大に議案上がってきた情報も共有したいと思うのでご覧頂きたい。

報－０６～０７                                                        渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【報告】
京都会議ならびに復興創造フォーラムの際にもたくさんのメンバーに参加頂いた。感謝したい。

報－０８　　公益法人維持セミナー開催に関する件               法人格維持プロジェクトチーム
鈴木力サブリーダー【報告】
４月９日に開催させて頂くので、委員会メンバーの参加促進願いたい。

報－０９　　ＡＳＰＡＣ山形大会の大会テーマについて                     ＡＳＰＡＣ　ＣＯＣ
安藤事務総長【報告】
大会テーマを「Ｈａｎｄ　ｉｎ　ｈａｎｄ　ｔｈｅ　Ｆｕｔｕｒｅ！　～輝く明日（みらい）に向けて～」としたので報告する。

報－１０～１６                                                         事務局
舟山事務局長【報告】
ブロック協議会会員会議所会議が山形で行われる。１８時からの予定で報告事項の中でＡＳＰＡＣＰＲに関する件が入るのでオブザーブ頂けるよう促進頂きたい。

報－１７　その他
４ＬＯＭ合同例会参加御礼について
伊藤副理事長【報告】
３月１２日４ＬＯＭ合同例会に多くのメンバーに参加頂き御礼申し上げる。

１８．次回開催                                                       横山専務理事
第４回定例理事会４月２３日火曜日　場所：パレスグランデール

１９．監事講評
中村正利監事
[bookmark: _GoBack]本日も理事会大変お疲れ様でございました。時間もありませんので簡単に、各委員会どのような形で事業に向けて進んでいらっしゃいますでしょうか。そこのところ再度、姿勢と進捗とそこの部分をよく考えて頂いてラインで相談してください。理事会には成果を持ってきてください。でないと時間がもったいないです。それともうひとつ、わからないことは間違いなく聞いてください。わからないまま進んでもしょうがないというのは充分わかってきたと思いますので、とにかく聞いてください。その中でいろいろなものを作っていければいいと思います。そのうえでの理事会です。理事会の意見、これは全て対応する気でお願いします。何回も同じような形、意見というのが出てきます。意見と対応のところそこのところをちゃんと向き合ってください。でないとこのように時間が多くかかります。より良い理事会を来月こそ運営できるようによろしくお願い致します。以上監事講評とさせて頂きます。大変お疲れ様でございました。

２０．閉会                                                                    横山専務理事
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